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❷2009年（平成21年）11月11日

広報よしのがわ

市民の皆さんのご協力で市民の皆さんのご協力で
　　　　　ごみの減量が進んでいます　　　　　ごみの減量が進んでいます

　今年の４月から９月までの６カ月間のごみ排出量を昨年の同時期と比較すると、330.44
トンの減量となりました。

☆平成18年度を基準に平成22年度までに家庭系可燃ごみを減らす目標☆

ごみ減量の削減目標 2,695ｔ
現在までの削減量 689ｔ
これからの削減量 2,006ｔ

※市民の皆さん、引き続き、ごみ減量の取り組みをお願いします。

地球温暖化STOP！

処理費用で換算すると…

CO₂の削減で換算すると…

330.44ｔ×5万円（1ｔあたりの処理費）
●1652.2万円の節約となりました。

330.44ｔ×1.093ｔ（1ｔあたりのCO₂排出量）
●361.17トンが削減できました。

※例えば、太陽光発電を一戸あたりの発電容量3.5kwで換算すると、約903戸分に相当します。

　H20ごみ量 t

　H21ごみ量 t

削 減 量 t

t

755.74

763.21

7.47

946.67

791.40

－155.27

849.56

833.59

－15.97

923.61

836.81

－86.80

791.31

761.30

－30.01

783.21

733.35

－49.86

5050.10

4719.66

－330.44
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5,000 吉野川市ごみ減量の推移

市民の皆さんのご協力で
　　　　　ごみの減量が進んでいます
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広報よしのがわ

ティッシュボックス

パンフレット 包装紙
紙袋に入れる

お菓子の箱

取り出し口の
ビニールは
とってたたんで
ください

※紙袋に入れるか、そのまま紙ひもで束ねて
　ください（指定袋不要）

封筒に入れる

雑
紙
は

雑
誌
の
日

ミルクサンド

吉野川市の「ごみを減らしましょう！」

　雑紙を、「燃やせるごみ」として出していませんか？　お菓子の箱、包装紙、パンフ
レットやティッシュペーパーの箱などの「雑紙」をごみ箱に入れていませんか？
　市では、資源として再利用するため、「雑紙」の分別回収を進めています。
　「雑紙」は、紙袋などに入れて、雑誌の回収日に出しましょう。
　資源として活用ができ、お金になる「雑紙」を高いお金をかけて燃やさないように、市
民みんなで取り組みましょう。

「雑紙」は！　雑誌の日！　指定袋に入れる必要はありません。
皆さんも、指定袋代金の節約になり、得をします。

市民の皆さんにお願い

　●生ごみは、できるだけ出さないようにしてください。

　●「雑紙」は「雑誌の日」に出してください。

　その解決策は、生ごみで肥料が作れる「段ボールコンポスト」の取り組みです。
　市民の皆さんに広く普及を図るため、段ボールコンポスト基材（ピートくん）を無料配
付していますので、取り組みをお願いします。（作り方は広報よしのがわ８月号に掲載し
ています）

●対　　象　　吉野川市民の方に限ります。
●個　　数　　１回につき1袋に限定します。
●回　　数　　３カ月に１回です。
●配付場所　　各支所地域課と公民館等で配付します。
●配付方法　　希望する方に取りに来ていただきます。

●問い合わせ　市環境企画課　☎　  2230　FAX     2247
　　　　　　　E-mail：kankyou@city.yoshinogawa.lg.jp

○22 ○22

その1

その2

○
×
商
事



ダンボールコンポストのすすめ

❹2009年（平成21年）11月11日

広報よしのがわ

●問い合わせ　市環境企画課　☎　  2230　FAX　  2247○22 ○22

●ダンボールコンポストの基本事項
①生ごみが堆

たい

肥
ひ

になるしくみ
・ 生ごみの水分をダンボールが吸収し、ダ
ンボール表面から蒸発発散させ生ごみの
重量が軽くなる。
・ 微生物（バクテリア）の働きにより生ご
みが分解される。
・ においは、もみがらくん炭が吸収するの
でにおいが出ない。
② ダンボール箱は二重の構造のものを使用
する。
③ 下には必ず通気性の良い編み目の台を置
く。
④上に掛ける布を用意すると良い。
⑤ピートくんは最初に良く混ぜ合わせる。
⑥生ごみを入れるたび、必ず混ぜる。
⑦ 生ごみを入れなくても１日１回は必ず混
ぜる。
⑧ 混ぜるときにはダンボール箱を壊さない
よう注意する。
⑨ ダンボール箱が壊れると、新しい箱に取
り替える。
⑩ ２カ月後位が１番微生物（バクテリア）
の活動が活発で順調です。
⑪ 使用期間→３カ月間は十分使用できま
す。
⑫ 全体で投入できる生ごみは 50kg が限
度です。
⑬ 堆肥として使用するには熟成期間（２週
間～１カ月）が必要です。
⑭ 出来上がった堆肥をプランターで使用す
るときは、３～４倍の土と混ぜて使用す
る。

　生ごみ減量の、１番は食べきること、２番は水切りの徹底、最後に出た
生ごみは、肥料として活用しましょう。

●夏場の虫対策（虫が気になるときは）
① 虫が発生しやすくなるのでダンボールの
上にはバスタオル等の布を掛け、虫が直
接卵を産み付けるのを防ぐ。
② 虫が発生した場合には、ごみ袋等のビニ
ール袋に移し替え空気を抜き（掃除機で
中の空気を吸引する）輪ゴムやひも等で
密閉し、直射日光にあて表で１日、裏返
して１日置くと、高温の酸素欠乏状態に
なるので虫は死滅する。
③ 発生する虫は、害にはならない。（ミミ
ズと同じ役割）
④ 幼虫から成虫になるとほとんどが死滅す
る。
⑤ 虫は、さなぎになると死滅しないので、
幼虫のときに駆除を行う。
⑥ 虫が多いと、ダンボールを食い破ること
がある。
    　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
　　　　　　　　　　　　　　 
●冬場の対策
① ダンボール箱内の温度が10℃より下が
ると生ごみの分解が進まないため、日な
たに移動するか米ぬか・廃食用油などを
加え分解を促進させる。
　 （タンパク質、脂肪類、魚のあら、天ぷ
らの残り等を入れると良い）
　 （箱中の温度が20℃以上になるよう工
夫しましょう。）
② 外気温が低く蒸発発散が盛んでないの
で、夜間はビニールシート等をかぶせ保
温をする。

虫
が
気
に
な
る
と
き
は
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国
民
年
金
だ
よ
り

『
日に
っ

本ぽ
ん

年
金
機
構
』が

来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

た
は
日
本
年
金
機
構
の
名
義
で
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
何

ら
か
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

安
心
く
だ
さ
い
。　
　

○
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を

引
き
継
い
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
公
的
年
金
制
度
は
、
国
の

制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政
や
運
営

に
国
が
引
き
続
き
責
任
を
持
つ
こ

と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

　

国
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を

め
ざ
し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・

人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年
金
機

構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

○
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務

所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、

年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て

引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、「
年
金
事
務
所
」
は
、

現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建

物
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す
の
で
、

所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保

険
事
務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し
て

い
た
各
種
の
関
係
書
類
は
、
内
容

に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働
省
ま

　

今
年
の
３
月
、
メ
キ
シ
コ
か
ら

始
ま
っ
た
豚
由
来
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
）
は
、
交
通
機
関
の
発
達
に
よ

り
、
ま
た
た
く
ま
に
世
界
的
大
流

行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
お
こ
し

ま
し
た
。

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
３
種
類
が

あ
り
、
特
に
Ａ
型
は
、
突
然
変
異

に
よ
り
世
界
的
大
流
行
を
お
こ
し

や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
、
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
で
、
Ｈ
１
Ｎ
１
型
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

経
路

　

感
染
経
路
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

感
染
し
た
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
と

一
緒
に
放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を

人
が
吸
入
す
る
事
で
感
染
す
る
飛ひ

沫ま
つ

感
染
。
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た

も
の
を
触
る
事
で
、
手
か
ら
目
、

鼻
、
口
を
通
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
体

内
に
入
る
接
触
感
染
で
す
。

③
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
潜
伏

期
間
と
症
状

○
潜
伏
期
間
は
、
１
〜
７
日
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
症
状

１
：
突
然
の
38
℃
以
上
の
発
熱

２
：
咳
、
く
し
ゃ
み
等
の
呼
吸
器

症
状

３
：
頭
痛
、関
節
痛
、全
身
倦け
ん

怠た
い

感

等
で
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

区
別
は
つ
き
ま
せ
ん
。

④
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
断

　

迅
速
診
断
キ
ッ
ト
に
て
Ａ
型
が

陽
性
の
場
合
で
す
。
た
だ
し
季
節

性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
鑑
別

は
で
き
ま
せ
ん
。
確
定
診
断
に
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
遺
伝
子
検
査
）
が

必
要
で
す
。

⑤
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療

　

主
な
治
療
法
は
、
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬
（
タ
ミ
フ
ル
、
リ
レ
ン

ザ
）
の
投
与
で
す
。
ま
た
、
症
状

を
緩
和
さ
せ
る
た
め
に
、
解
熱
剤
、

去き
ょ

痰た
ん

剤
、
鎮ち

ん

咳が
い

剤
（
せ
き
止
め
）

が
処
方
さ
れ
ま
す
。

⑥
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
に
は
、
手
洗

い
、
う
が
い
を
し
っ
か
り
す
る
事

で
す
。
ま
た
規
則
正
し
い
生
活
を

心
が
け
、
十
分
な
休
養
や
栄
養
を

と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
マ
ス
ク

の
着
用
も
有
効
で
す
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
た
め
の
環
境
整
備
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

秋
以
降
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

重
な
っ
て
流
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

基
礎
疾
患
を
持
つ
人
、
持
た
な
い

人
に
か
か
わ
ら
ず
十
分
な
予
防
対

策
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

呼
吸
器
症
状
の
あ
る
方
は
、〝
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
〞
を
心
が
け
た
い
も

の
で
す
。〝
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
〞と
は
、

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
の
あ

る
方
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ

と
と
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
時

は
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
口
や
鼻
を

押
さ
え
ウ
イ
ル
ス
の
飛
散
を
防
ぐ

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら

健
康
管
理
を
心
が
け
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
を
乗
り
き
り
た
い
も
の
で

す
。

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
③
』

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

―
基
本
知
識
と
そ
の
対
策
―

麻
植
協
同
病
院

　

内
科
医
師　

長
地
尚
子

〜
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
〜

日本年金機構の
シンボルマーク

社会保険庁

厚生労働省 日本年金機構

平成22年1月1日 廃止

公的年金の
財政責任・運営責任

公的年金の
　　運営業務
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●問い合わせ　市下水道課　☎　  3399○42

あなたの家の消火器は大丈夫ですか？
　平成21年9月中旬に連続して消火器の事故が発生しました。このような事故を未然に防ぐため、
腐食や変形等のある消火器は絶対に使用しないでください。

　上記写真はほんの一例です。少しでも怪しい、または不安と思われる方は使用を控えていただき
販売・取扱店か消防用設備業者へお問い合わせください。
　消防用設備業者が知りたい方、また不明な点がある方は下記までご連絡ください。

徳島中央広域連合　消 防 課 ☎0883-26-0119　東消防署 ☎0883-24-1702
　　　　　　　　　中消防署 ☎088-695-2149　西消防署 ☎0883-42-2029

市　防　災　局  ☎　  2235

例

問い合わせ

○22

　公共汚水ますのふたの交換は市が無償で行いますので、ご家庭の公共汚水ますが破損した場合や、
破損した公共汚水ますを発見した場合は、速やかに下水道課（山川庁舎２階）へご連絡ください。
公共汚水ますとは、皆さんのご家庭の台所、風呂、水洗便所などからの汚水を下水道の本管に流

すための施設で、宅地と公道との官民境界付近に設置するますのことです（下図参照）。
　公共汚水ます以外の宅内の汚水ますは、各人の管理となりますので、破損等については排水設備
工事店等にご相談ください。
　破損したますを放置していると、事故の原因になります。また大雨時には雨水等が流入し、汚水
処理施設の機能低下
を招く恐れがありま
す。
そうした事態を

防ぐため、市職員が
公共汚水ますの点検
に伺うことがありま
す。ご家庭の敷地内
での作業となります
ので、ご迷惑をおか
けしますが、皆さん
のご協力をよろしく
お願いいたします。

公共汚水ますのふたの交換は下水道課へ公共汚水ますのふたの交換は下水道課へ

公
共
汚
水
ま
す
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　吉野川市では、戸籍事務が電算化されています。
　吉野川市に本籍のある方や、吉野川市以外の電算化していない市町村から、婚姻や
転籍等で吉野川市に本籍が変わった方の戸籍は、氏名を正字で記載しています。
　電算化により、戸籍の作成から証明発行までを、１日から２日のうちに行うことが
可能となっています。（支所へ届け出た場合や翌日が休日や祝日の場合は除きます。）

◎氏名は正字で記載されます
　戸籍をコンピュータに登録する時に使用できる文字は、社会一般において正しいと
認められている文字（正字）となっています。具体的には、「常用漢字」「人名用漢字」
「漢和辞典に載っている正字」などが使える文字です。
　そのため、電算化前の戸籍で「氏」や「名」が、誤字や当時の戸籍係の手書きによ
る草書、行書などのくずし文字や書き癖などで使用できない文字の方は、電算化後に
は、戸籍に使える文字として法に定められている正字に置き換えられています。
　戸籍の文字が正字に変わっても、戸籍の表記上の取り扱いですので、このことによ
る印鑑登録や不動産登記などの変更を行う必要はありません。
　また、電算化直前の戸籍は「平成改正原戸籍」となり、市役所で100年間保存し
ています。
　戸籍事務の電算化に伴い戸籍に記載される文字の取り扱いについて、皆さんのご理
解をよろしくお願いいたします。

【置き換えられる文字の例】
　次のような文字は正字に変わります。（戸籍の記載は明朝体を使います）

　○　誤字→正字

　　　　→ 伊　　　　→ 裕　　　　→ 眞　　　　→ 年
　　　　→ 條　　　　→ 邊　　　　→ 泰　　　　→ 嶋
　○　草書、行書や書き癖→正字

　　　　→ 鈴　　　　→ 紘　　　　→ 保　　　　
　　　　→ 公　　　　→ 明　　　　→ 豊

※なお、戸籍は昭和51年12月１日から閲覧ができなくなっています。
　 また、電話による戸籍に関する問い合わせについては、本人確認が
　できないため、お答えできませんのでご了承ください。
　 文字の質問で窓口に来られる方は、本人確認ができるものをご持参ください。（運転免許証、
パスポート、健康保険証 等）

●問い合わせ　市市民生活課　☎　  2210○22

戸籍の文字表記について戸籍の文字表記について
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次
の
方
々
が
、
新
た
に
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

木
村
長
年   （
学
識
経
験
者
）

工
藤
弘
幸   （
学
識
経
験
者
）

筒
井
直
典   （
学
識
経
験
者
）

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

吉
野
川
市
都
市
計
画

審
議
会
委
員
決
ま
る

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

住友タケノさん

川真田市長から一組
一組に祝い状と記念
品が手渡されました

お礼の言葉を述べる佐藤光一さん・カネ子
さんご夫妻

野
口
優
子　
（
学
識
経
験
者
）

福
岡　

正   （
市
議
会
議
員
）

河
野
利
英   （
市
議
会
議
員
）

岸
田
益
雄   （
市
議
会
議
員
）

近
久
善
博   （
市
議
会
議
員
）

増
富
義
明   （
市
議
会
議
員
）

玉
水
好
夫　
（
市
議
会
議
員
）

木
村
秀
樹   （
住
民
代
表
）

和
田
誠
介   （
住
民
代
表
）

中
山　

武   （
住
民
代
表
）

中
海
義
夫   （
東
部
県
土
整
備
局

吉
野
川
庁
舎
副
局
長
）

●
都
市
計
画
は
、
住
み
よ
い
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
土
地
利

　

９
月
22
日
に
山
川
町
堤
外
の
𠩤

井
ト
ミ
コ
さ
ん
、
９
月
29
日
に
山

川
町
皆
瀬
の
住
友
タ
ケ
ノ
さ
ん
が

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
市

や
県
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

𠩤
井
さ
ん
は
、
長
女
と
２
人
暮

ら
し
。
テ
レ
ビ
で
相
撲
や
ド
ラ
マ

を
見
て
楽
し
ん
だ
り
、
日
記
を
つ

け
た
り
し
て
い
ま
す
。
食
事
は
３

度
し
っ
か
り
食
べ
、
特
に
ブ
ド
ウ

や
リ
ン
ゴ
な
ど
の
果
物
が
大
好
き

で
す
。

　

住
友
さ
ん
は
長
男
夫
婦
と
３
人

暮
ら
し
。
く
ず
入
れ
を
作
っ
た
り
、

テ
レ
ビ
で
ス
ポ
ー
ツ
や
ニ
ュ
ー
ス

を
見
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

食
事
は
い
ろ
い
ろ
な
物
を
し
っ
か

　

９
月
26
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
９
月
１
日
ま
で
に
金

婚
（
婚
姻
後
50
年
）、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
（
婚
姻
後
60
年
）
を
迎
え

ら
れ
た
ご
夫
妻
１
１
８
組
（
金
婚

71
組
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
47
組
）

の
う
ち
81
組
の
ご
夫
妻
が
参
加
し
、

市
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

該
当
者
を
代
表
し
て
、
佐
藤
光

一
さ
ん
・
カ
ネ
子
さ
ん
ご
夫
妻
は

「
本
日
の
こ
の
感
激
は
終
生
忘
れ

り
食
べ
、
特
に
い
り
こ
を
焼
い
た

物
が
大
好
き
で
、
夕
食
後
の
ワ
イ

ン
も
楽
し
み
で
す
。

　

２
人
と
も
、
少
し
耳
は
遠
い
で

す
が
体
調
は
良
好
で
、
身
の
回
り

の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
分
で
し
て

い
ま
す
。
お
祝
い
に
集
ま
っ
た
子

ど
も
た
ち
に
、
𠩤
井
さ
ん
は
、「
あ

り
が
と
う
。」、
住
友
さ
ん
は
「
お

祝
い
を
も
ら
え
る
ほ
ど
生
き
ら
れ

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
み
ん
な

が
大
事
に
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

す
。」と
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
26
人
（
女
性
25
人
男
性
１

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

用
計
画
や
ま
ち
の
骨
格
と
な
る
道

路
、
公
園
、
下
水
道
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

●
市
都
市
計
画
審
議
会
は
、
吉
野

川
市
が
決
定
す
る
都
市
計
画
に
つ

い
て
調
査
審
議
を
行
う
こ
と
の
ほ

か
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
都
市
計

画
に
関
す
る
事
項
の
調
査
審
議
を

行
う
た
め
設
置
さ
れ
た
付
属
機
関

で
す
。

●
吉
野
川
市
鴨
島
町
が
徳
島
東
部

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

る
こ
と
な
く
、
今
後
な
お
、
心

身
共
に
健
康
で
明
る
く
楽
し
い

人
生
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
戸
村
恵
里

さ
ん
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の

演
奏
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら

は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

𠩤井トミコさん
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菊
人
形
・
菊
花
展
を

開
催
中

吉
野
川
市
民
体
育
祭

記
念
行
事

絵
本
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

と
き　

11
月
23
日
㈪
ま
で

　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ　

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前

〈
入　

場　

無　

料
〉

　

10
月
21
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、
第
69
回
鴨
島
大
菊
人
形
、

第
77
回
四
国
菊
花
品
評
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
、

毎
年
恒
例
で
秋
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
菊
人
形
・
菊
花
品
評
会
が

開
幕
し
ま
し
た
。
11
月
23
日
ま
で
、

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
Ｊ
Ｒ
鴨

島
駅
前
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が

見
物
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
会
場

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」

か
ら
、
直
江
兼
続
と
豊
臣
秀
吉
、

石
田
三
成
の
人
形
３
体
と
、
上
杉

景
勝
と
上
杉
景
虎
の
跡
目
争
い
で

活
躍
す
る
樋
口
（
直
江
）
兼
続
ほ

か
人
形
３
体
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
暴
れ
ん
坊
将
軍
か
ら
徳

川
吉
宗
ほ
か
人
形
１
体
と
、
弘
法

大
師
空
海
の
「
室
戸
岬
の
空
海
の

場
面
」
の
人
形
２
体
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
各
小
中
学
校
の
作
品

   

平
成
７
年
度
に
川
島
小
学
校
を

卒
業
し
た
後
藤
真
理
さ
ん
（
吉
野

川
市
在
住
）
か
ら
、
吉
野
川
市
内

の
全
幼
稚
園
・
小
学
校
へ
絵
本『
ハ

ー
ト
し
ゅ
う
り
こ
う
じ
ょ
う
』
70

　

10
月
12
日
体
育
の
日
、
鴨
島
公

民
館
で
、
吉
野
川
市
民
体
育
祭
記

念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
平
成
21
年
度
の
体

育
協
会
功
労
者
表
彰
（
篠
原
誠
一

さ
ん
・
麻
植
誠
雄
さ
ん
）、
体
育

祭
参
加
競
技
種
目
別
表
彰
、
個
人

54
人
と
62
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
に
引
き
続
き
、
鴨
島
体
育

館
・
鴨
島
第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

鴨
島
体
育
館
で
は
、
直
径
１
２

２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
１

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ボ
ー
ル
を
使
い
、

１
チ
ー
ム
４
人
の
３
チ
ー
ム
対
抗

で
行
う
「
キ
ン
ボ
ー
ル
」
を
、
ま

や
、
た
く
さ
ん
の
菊
花
作
品
が
展

示
さ
れ
、
菊
の
花
が
所
狭
し
と
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

菊
人
形
で
美
し
く
華
や
か
に
彩

ら
れ
た
時
代
絵
巻
や
、
菊
愛
好
家

の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

菊
の
花
を
、
菊
の
香
り
に
包
ま
れ

た
癒
し
の
空
間
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
会
場

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」

か
ら
、
直
江
兼
続
と
お
船
の
人
形

２
体
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

菊
人
形
・
菊
花
展
実
行
委
員
会（
吉

野
川
商
工
会
議
所
内
）

☎
㉔
２
２
７
４

た
、
鴨
島
第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、

ビ
ュ
ッ
ト
と
い
う
目
標
球
に
鉄
球

を
投
げ
、
ど
れ
だ
け
近
づ
け
ら
れ

る
か
競
う
「
ペ
タ
ン
ク
」
と
、
ゴ

ル
フ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
開
発
し
た

冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
本
は
、
出
版
社
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
受
賞
し
、
２
０
０
８
年

４
月
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
ご

本
人
が
絵
も
文
も
か
か
れ
た
も
の

で
す
。
絵
本
の
内
容
は
、
壊
れ
た

り
傷
つ
い
た
り
し
て
し
ま
っ
た
ハ
ー

ト
を
な
お
し
て
く
れ
る
妖
精
が
い

る
工
場
の
１
日
を
描
い
た
も
の
で
、

読
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
思
わ
ず
ほ

ほ
笑
む
よ
う
な
楽
し
い
絵
本
で
す
。

日
本
語
と
英
語
の
２
カ
国
語
で
表

記
さ
れ
て
お
り
、
英
語
活
動
に
も

生
か
し
て
い
け
そ
う
で
す
。
ご
寄

贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

槇納体育協会会長から表彰状を受け取る
受賞者

ボールを落とさないように、みんなで力
をあわせて

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
」
を
、

子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
約
１
０

０
人
の
参
加
者

が
楽
し
み
ま
し

た
。

ビュット（目標球）を
よく狙って

ナイスショット！

たくさんの人が菊人形に見入って
いました

オープニングセレモニーの
後、来場者に菊の切り花が
プレゼントされました
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10
月
４
日
、
吉
野
川
市
鴨
島
公

民
館
で
、
吉
野
川
市
市
制
５
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、『
米
村
で
ん

じ
ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
』
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
と
午
後
の
２
回
公
演
を
行

い
、
計
約
１
０
０
０
人
の
市
民
が

来
場
し
、
科
学
の
楽
し
さ
に
触
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
川
真
田
市
長
か
ら
、
吉

野
川
市
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、

未
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
と
の
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
は
、
お

な
じ
み
の
『
巨
大
空
気
砲
実
験
』

や
『
声
変
わ
り
ハ
ウ
ス
実
験
』
な

ど
90
分
を
超
え
る
シ
ョ
ー
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
大
い
に
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。
実
際
に
手
に
触
れ
、

空
気
の
重
さ
を
体
験
で
き
る
『
風

船
ま
き
ま
き
実
験
』
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声

が
、
会
場
内
に
響
き
わ
た
り
ま
し

た
。

　

ま
た
米
村
で
ん
じ
ろ
う
先
生
か

ら
、
来
場
者
に
科
学
の
ク
イ
ズ
が

出
さ
れ
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
楽
し
め
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
体
験
で

き
な
い
科
学
実
験
に
目
を
輝
か
せ
、

保
護
者
か
ら
は
「
こ
の
シ
ョ
ー
が

き
っ
か
け
で
、
子
ど
も
た
ち
が
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
く

れ
れ
ば
。」
と
喜
び
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

10
月
４
日
、
吉
野
川
市
鴨
島
公

民
館
で
、
吉
野
川
市
市
制
５
周
年

出
さ
れ
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
楽
し
め
る
も
の
と
な
り
ま

吉
野
川
市
市
制
５
周
年
記
念
事
業

米
村
で
ん
じ
ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

煙の輪を大人も子どもも見上げて
いました

◀ 来場者もステージに
あがり参加

あまりの声の変わりように
ビックリ！

科学の楽しさを伝える米村でんじろう先生

風船ロケットを持って大暴れ 巨大風船にみんな大興奮！

巨大空気砲実験

風船まきまき実験

声変わりハウス実験

海賊コーナー
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　10月20日、市役所で、吉野川市特産品ブランド認証委員会が開催され、認証商
品の審査を行いました。
　吉野川市内の事業所で製造される製品、吉野川市内で収穫される農産物などを対
象に募集し、申請のあった商品を、吉野川市ならではの魅力があること、品質が確
かであること、安心・安全であることなどを基準に審査を行った結果、43品が吉
野川市特産品ブランドとして認証されました。
　認証された商品は、今後、ブランド認証マークを商品の容器にシールで貼り付け
たり、パッケージに印刷したりすることができるようになります。
　吉野川市特産品ブランド認証マークのついた商品を見たら、ぜひお手にとってご覧ください。

吉野川市特産品ブランド認証商品が決定!!

このマークが目印！

吉野川市特産品ブランド認証商品
商品名 業者名 特　徴

川田満んぢう（各種） （有）吉田商店 吉野川市・高越山の麓
ふもと

で100年以上伝統の味を受け継いできた、田舎の素
朴な味わいとのどごしの良いあんこが入ったまんじゅう。

梅乃志 ほのぼの工房 吉野川市産の梅の味を生かした和のお菓子。
あたらえの郷

和菓子処 西川
吉野川市山川町に織り継がれた「麁服（あらたえ）」にちなんで作られた。

衣笠山 霊峰高越山の別名。昭和の初めから今まで変更なく伝統の味を守り続けている。
栗きんとん 吉野川市で採れたクリのみを使用。年によって採れる量が違うので、作られる量も違う。
生姜ういろう

きくや菓子舗（有）

吉野川市のショウガを使ったオリジナル商品。50年以上幅広い年齢層に好まれている。
柚子もなか 吉野川市で採れたユズの皮を使用し、北海道あずきの粒あんを包んだもなか。
菊羊羹・柚子羊羹・梅羊羹 吉野川市産の梅やユズなどを使用したようかん。
ロールカステラ 吉野川市で採れたユズの皮を使用し、油脂を使わず作ったフルーティーなカステラ。
梅のし 天野農園 黄熟した梅を煮詰め、のして乾燥させたお菓子。
阿波の香り（ヤブキタ緑茶）

阿波茶園 無農薬で、栽培から製茶まで一貫管理した茶葉のみを使用した特別栽培茶。
山間部の茶であっさりとした味わい。阿波の山茶（ヤブキタ緑茶）

水出し緑茶（ヤブキタ緑茶）
るみちゃんのおかずみそ 佐藤るみ子 吉野川市産のユズだけを使用した、手作りのおかずみそ。
るみちゃんの鍋用柚味噌 吉野川市産のユズとにんにくを使った、簡単に吉野川市美郷の郷土料理「ゆず味噌鍋」が楽しめる味噌。
柚みそ（おかず用） 美郷商工会女性部 吉野川市産の低農薬・無農薬のユズを使用した手作り柚みそ。
梅干し（小梅） 天野農園 吉野川市産の梅を使用。しその風味と梅の酸味をいかし、昔ながらの味と

製法にこだわった一品。梅干し（大梅）
美郷の梅干し（小梅） 美郷梅工房 吉野川市産の完熟梅を原料とした手作りのしそ漬け梅干し。保存料、着色料不使用。

すだちジャム
あぐり工房美郷

吉野川市の自宅農場で栽培・収穫したすだちを手搾りし防腐剤を使わず、
香り豊かで美味しいジャム。

ゆずジャム すだちジャムと同じく自宅農場で栽培・収穫したユズを使用。有機肥料を
使用し、除草剤、農薬は使っていない。

梅ジャム 天野農園 吉野川市産の梅を使用。完熟梅を使い、酸味も少なく甘酸っぱさが優しいまろやかな味。
梅肉 梅干しの種を取り除きペースト状にしたもの、調味料としての使用に便利。
梅肉チューブ 西農園 梅干しをペースト状にしたもの。保存料、着色料不使用。
梅ジャム 完熟した梅を原料にした手作りジャム。
美郷の手作り梅肉 美郷梅工房 「美郷の梅干し」の種を取り除き果肉をペースト状にしたもの。
すだち果汁

あぐり工房美郷

吉野川市の自宅農場で栽培し、一番状態の良い時期に一つ一つ手搾りした非常に良質な果汁。
すだちハニーシロップ 吉野川市の自宅農家で栽培したすだちを使用した、１年中さまざまな方法で味わえるシロップ。

手作りポン酢 すだちの郷 吉野川市の自宅農家で栽培したすだちを使用し、ポン酢仕立てで焼き魚、
焼き肉、漬け物、酢の物などに愛用できる。

手作りポン酢 ゆずの郷 吉野川市の自宅農家で栽培したゆずを使用し、ポン酢・ドレッシング仕立
てで鍋料理、野菜サラダ、冷や奴、酢の物などに愛用できる。

梅エキス 美郷梅工房 吉野川市産の青梅を使用。青梅のしぼり汁だけを煮詰めたもの。
梅シロップ 天野農園 吉野川市の梅のエキスがたっぷり入った飲み物。
すだち酢 西農園 農薬を使わず栽培したすだち、ユズを一つずつ手搾りし、おりが溜まらな

いよう手搾り後に砂ごしをしている。保存料不使用。ゆず酢
梅エキス 天野農園 吉野川市の梅の果汁を凝縮したもの。
すだちドレッシング おいし工房 徳島名物すだちと吉野川市で加工された大豆を使ったドレッシング。
ふき みさと 森永節雄 薫り高く色鮮やかな品種登録のふき（みさと）。
原木生椎茸

尾﨑暢武 自然栽培（ナラ・クヌギ材）における原木生椎茸独特の風味と食感にこだ
わって栽培している。乾椎茸

乾椎茸（スライス）
ぶどう 学観光ぶどう組合 栽培技術の積み重ねも十分で、毎年安定して品質の高いぶどうを作っている。
各種木工品（碁笥、茶筒等） 木地工房 むねもと 吉野川市内の山の間伐した自然木を材料とし、自作した工具で一品一品手作りしている。

各種手漉き和紙製品（ペン皿等） 阿波手漉和紙商工業協同組合 吉野川市・高越山の麓
ふもと

で、川田川の豊富で清涼な水にはぐくまれ生まれる和紙。
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問
い
合
わ
せ

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
交

付
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

11
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
等
医
療
費
助

成
対
象
者
を
小
学
校
６
年
生
修
了
ま
で

に
拡
大
し
ま
す
。

　

医
療
費
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、

医
療
機
関
に
お
い
て
保
険
証
と
受
給
者

証
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

方
法
等
の
詳
し
い
内
容
は
、
子
育
て
支

援
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
福
祉
係

　
　
　
　

☎
㉕
６
６
１
４

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
赤
十
字
事
業
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
本
年
度
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
が
、「
障
害

者
ま
た
は
特
別
障
害
者
に
準
じ
る
者
」

と
し
て
認
定
を
受
け
る
と
、
所
得
税
や

市
・
県
民
税
で
「
障
害
者
控
除
」
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
平
成
21
年
分
所
得
税
、

平
成
22
年
度
市
・
県
民
税
で
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
本
年
12
月
ま
で
の
認

定
が
必
要
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
12
月
22
日
㈫
ま
で

に
福
祉
総
務
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）
ま

た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美

郷
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
認
定
の
申
請
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
65
歳
以

上
の
方
（
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
等

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま

す
）

①
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者②
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
で
は
な
い
が
前
記
①
に
準
じ
る
方

※
申
請
者
全
員
が
認
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
請
後
に
調

　

徳
島
県
の
各
種
デ
ー
タ
や
お
役
立
ち

情
報
満
載
の
「
徳
島
県
民
手
帳
」
平
成

22
年
版
を
販
売
し
ま
す
。

販
売
窓
口　

企
画
財
政
課
（
市
役
所
３

階
）、
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）

定
価　

１
冊
５
０
０
円

販
売
期
間　

12
月
25
日
㈮
ま
で

市
企
画
財
政
課         

☎
㉒
２
２
２
１

県
民
手
帳
の
販
売

障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
制
度

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

平
成
21
年
度
日
本
赤
十
字
社
費

募
集
結
果
報
告

目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
誌
面
を
も
っ
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

目
標
額　
　

７
１
４
万
７
０
０
０
円

達
成
額　
　

７
４
６
万
１
７
０
０
円

達
成
率　
　

１
０
４
．
４
％

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
費
は
、

世
界
各
地
で
多
発
す
る
自
然
災
害
や
紛

争
等
に
よ
る
被
災
者
・
犠
牲
者
を
支
援

す
る
た
め
の
国
際
救
援
活
動
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内

に
お
い
て
も
災

害
救
護
活
動
等

の
医
療
事
業
・

社
会
福
祉
事
業
、

献
血
事
業
等
に

幅
広
く
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

☎
㉕
２
１
１
１

地区別内訳　　　　　 　（単位：円）

平成21年9月30日現在

目標額 達成額
鴨島地区 3,878,000 3,920,660
川島地区 1,290,000 1,318,500
山川地区 1,780,000 1,999,140
美郷地区 199,000 223,400
合　計 7,147,000 7,461,700

査
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
者
控
除
の
適
用
に
は
、
確
定
申

告
（
川
島
税
務
署
等
）、
所
得
申
告
相

談
（
市
役
所
等
）、
ま
た
は
年
末
調
整

時
に
認
定
書
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
所
得
や
ほ
か
の
控
除
に

よ
り
、
税
額
に
影
響
が
出
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
　
　

◇
申
請
と
認
定
に
つ
い
て

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
３

◇
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

市
税
務
課　

課
税
第
一
係　☎

㉒
２
２
１
５
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

す
。

　

大
切
な
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
早
く

発
見
、
迷
わ
ず
連
絡
を
！

虐
待
に
気
づ
く
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

〜
子
ど
も
の
状
況
〜

□
子
ど
も
や
親
の
説
明
と
違
う
傷
が
見

ら
れ
る
。

□
季
節
に
合
わ
な
い
服
装
を
し
て
い
た

り
、
衣
服
が
汚
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
。

□
子
ど
も
だ
け
で
食
事
を
し
て
い
る
。

□
夜
遅
く
ま
で
外
で
遊
ん
で
、
家
に
帰

り
た
が
ら
な
い
。

□
親
が
い
る
と
顔
色
を
う
か
が
う
。

□
理
由
も
な
く
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育

所
を
休
ん
で
い
る
。

◎
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

守
ろ
う
よ　

未
来
を
見
つ
め
る

小
さ
な
ひ
と
み

平
成
22
年
成
人
式

吉
野
川
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

統
合
失
調
症
家
族
教
室
の
ご
案
内

「生ごみ」はリサイクルできる「資源」です

連
絡
く
だ
さ
い
。
通
告
し
た
人
の
情
報

は
決
し
て
も
ら
し
ま
せ
ん
。
法
律
に
よ

り
堅
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
２
２
０
５

市
子
ど
も
相
談
室　
　
☎
㉕
６
６
１
４

　

平
成
22
年
成
人
式
は
、
新
成
人
で
構

成
す
る
成
人
式
実
行
委
員
会
と
市
教
育

委
員
会
の
共
催
で
企
画
・
運
営
し
、
開

催
日
時
お
よ
び
開
催
場
所
に
つ
い
て
は
、

第
１
回
実
行
委
員
会
に
お
い
て
次
の
と

お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
11
月
下
旬
に
案

内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。
引
越
・
就
学
・

就
職
な
ど
で
市
外
に
転
出
し
、
市
内
に

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
出
席

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
所
・
氏
名
等

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
案
内
状
を
お
送

り
し
ま
す
。

と
き　

平
成
22
年
１
月
３
日
㈰
午
前
10

時
式
典
開
始
（
午
前
９
時
〜
受
付
）

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

大

ホ
ー
ル
（
山
川
庁
舎
南
側
）

該
当
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成

２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

☎
42
４
１
１
５

と
き　

12
月
２
日
㈬
午
後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

川
島
庁
舎
２
階　

大
会
議
室

テ
ー
マ　

脳
卒
中
の
予
防
と
対
処
法

講
師　

徳
島
病
院　

橋
口
医
師

国
立
病
院
機
構　

徳
島
病
院

☎
㉔
２
１
６
１

市
健
康
推
進
課 　
　
　
☎
㉕
６
６
１
５

　

身
近
な
心
の
病
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
程
／
内
容

12
月
４
日
㈮
／
講
義
「
統
合
失
調
症
を

理
解
す
る
」
〜
症
状
と
治
療
に
つ
い
て

〜12
月
11
日
㈮
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
「
回
復
力

を
高
め
る
接
し
方
」

12
月
18
日
㈮
／
講
義
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
」

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ
ひ
ま

わ
り
（
鴨
島
町
西
麻
植
字
麻
植
市
１
１

５
番
地
５
）

対
象　

統
合
失
調
症
の
家
族
の
方

定
員　

10
人
程
度

参
加
費　

資
料
代
と
し
て
３
０
０
円
が

必
要
で
す
。

申
込
期
限　

11
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ
ひ
ま
わ
り

☎
㉒
０
７
８
０

「必ずチェック　最低賃金！
使用者も　労働者も」

徳島県最低賃金
平成２１年１０月１日発効
時間額　６３３円

　
　  徳島労働局労働基準部賃金室
　  ☎０８８－６５２－９１６５

問い合わせ



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

142009年（平成21年）11月11日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

あ
ご
ひ
も
き
ち
っ
と　

し
ま
っ
て
る

佐
藤　

祐
（
上
浦
小
学
校
４
年
）

と
き　

11
月
20
日
㈮
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ　

吉
野
川
保
健
所　

別
館
会
議

室
（
鴨
島
町
鴨
島
１
０
６
番
地
２
）　

演
題　
「
こ
こ
ろ
は
晴
れ
時
々
曇
り
〜

気
づ
い
て
い
ま
す
か　

う
つ
病
の
サ
イ

ン
〜
」

講
師　

あ
い
ざ
と
山
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長　

鬼
原
治
良
さ
ん

受
講
料　

無
料

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

吉
野
川
保
健
所　

健
康
増
進
担
当

☎
㉔
１
１
１
４　
℻  
㉒
１
７
６
０

　

法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
供
託

（
地
代
・
家
賃
弁
済
供
託
等
）
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
供
託
所
の
窓
口
に
出
向

く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
事
務
所
の
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
る
店
は

「
標
準
営
業
約
款
登
録
店
」
と
い
い
、

国
が
認
め
る
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
営

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
地
球
環
境
保

護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、「
古

い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳
へ
」
の

考
え
の
も
と
、
古
い
電
話
帳
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳
を
各
家
庭
に
11
月
中
に

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
古
い
電

話
帳
を
配
達
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
在
等
で
古
い
電
話
帳
を
回
収
で
き

な
か
っ
た
方
は
、
改
め
て
回
収
に
伺
い

ま
す
の
で
、
左
記
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

☎
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

供
託
の
新
し
い
制
度

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・
電
子
納
付

ご
存
じ
で
す
か
？　

Ｓ
マ
ー
ク

回
収
し
ま
す
！

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

　

ま
た
、
供
託
金
の
納
付
の
方
法
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ペ
イ

ジ
ー
マ
ー
ク
の
あ
る
郵
便
局
等
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
利
用
し
た
電
子
納
付
が
可
能
と
な

る
な
ど
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

供
託
手
続
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・

電
子
納
付
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
法
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
徳
島
地
方

法
務
局
供
託
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/

徳
島
地
方
法
務
局　

供
託
課

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
４
８
６
７

業
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
は
っ

き
り
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

万
一
の
事
故
に
対
し
て
も
損
害
賠
償
を

義
務
付
け
る
な
ど「
信
頼
の
で
き
る
店
」

と
し
て
、
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
た
だ
け
ま
す
。
Ｓ
マ
ー
ク
は
現
在
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
理
容
業
、
美
容
業
、

め
ん
類
飲
食
店
営
業
、
一
般
飲
食
店
営

業
の
５
業
種
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

登
録
の
お
知
ら
せ

　

新
規
に
加
入
登
録
手
続
き
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
所
属
す
る
生
活
衛
生
同
業

組
合
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
登
録

は
年
２
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
の
方
に
は
、
国
民
生
活
金
融

公
庫
（
生
活
衛
生
融
資
）
の
特
別
低
い

利
率
が
適
用
さ
れ
る
運
転
資
金
（
経
営

安
定
の
た
め
な
ど
）
の
申
し
込
み
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
等
は
、
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

財
団
法
人　

徳
島
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
４
０
０

11
月
は
「
平
成
21
年
度
標
準
営
業

約
款
普
及
登
録
促
進
月
間
」
で
す

標準営業約款
（Ｓマーク）



問
い
合
わ
せ

15 2009年（平成21年）11月11日

広報よしのがわ

運
転
中　

鳴
っ
て
も
ダ
メ
ダ
メ　

ケ
イ
タ
イ
電
話

大
櫛　

未
歩
（
牛
島
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

①
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申

告
、
申
請
・
届
け
出
等
が
で
き
ま
す
。

●
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税

お
よ
び
印
紙
税
の
申
告
が
で
き
ま
す
。

●
各
種
申
請
・
届
け
出
の
ほ
か
、
納
税

証
明
書
（
電
子
発
行
、
書
面
発
行
）
の

交
付
請
求
や
法
定
調
書
の
提
出
な
ど
が

で
き
ま
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
Ａ

Ｔ
Ｍ
等
を
利
用
し
て
納
税
が
で
き
ま
す
。

●
金
融
機
関
の
窓
口
に
並
ば
ず
に
す
べ

て
の
税
目
の
納
税
が
で
き
、
利
用
回
数

の
多
い
手
続
き
に
は
大
変
便
利
で
す

（
特
に
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付
分
な

ど
）。

③
さ
ら
に
便
利
で
使
い
や
す
く
！

●
税
理
士
が
税
務
書
類
を
作
成
し
、
納

税
者
に
代
わ
っ
て
送
信
す
る
場
合
に
は
、

納
税
者
本
人
の
電
子
署
名
を
省
略
で
き

ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か 

国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム（ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）

イ
ー
タ
ッ
ク
ス（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）な
ら

ご
利
用
い
た
だ
く
前
に

●
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
納
税
証
明
書
の
交
付

請
求
を
行
う
と
、電
子
納
税
証
明
書（
電

子
デ
ー
タ
）
を
取
得
す
る
方
法
に
加
え

て
、
書
面
の
納
税
証
明
書
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
手
数
料
が
安
価
で

す
）。

●
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
（
３
週
間

程
度
に
短
縮
）。

①
電
子
証
明
書
等
の
準
備

●
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
等
を
行
う
際
に

は
、
申
告
等
デ
ー
タ
に
電
子
署
名
を
行

っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
電
子
証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
区
町
村
窓
口
で
発
行
す
る
「
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
に
基
づ
く
電
子

証
明
書
、
登
記
所
が
発
行
す
る
「
商
業

登
記
に
基
礎
を
置
く
電
子
認
証
制
度
」

に
基
づ
く
電
子
証
明
の
ほ
か
、
民
間
発

行
機
関
等
が
発
行
す
る
電
子
証
明
書
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
電
子
証
明
書
の
取
得
に
は
、
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
取
得
方
法
お
よ
び
費
用

に
つ
い
て
は
、
発
行
機
関
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

②
利
用
す
る
電
子
証
明
書
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
に
格
納
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
。

●
利
用
す
る
電
子
証
明
書
の
仕
様
に
あ

っ
た
も
の
を
確
認
の
上
、
家
電
量
販
店

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
等
で
お
求
め

く
だ
さ
い
（
費
用
が
か
か
り
ま
す
）。

③
利
用
者
識
別
番
号
等
の
取
得

●
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
、
利

用
者
識
別
番
号
等
が
必
要
で
す
。
初
め

て
ご
利
用
に
な
る
場
合
は
、
開
始
届
出

書
を
提
出
し
、
利
用
者
識
別
番
号
等
を

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

④
電
子
証
明
書
等
の
登
録（
初
期
登
録
）

●
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
」
や
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
電
子

証
明
書
等
を
初
期
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
最
新
情
報
や
ご
利
用

に
当
た
っ
て
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

川
島
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

川
島
税
務
署　

         

☎
㉕
２
２
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

問
い
合
わ
せ

江
川
湧
水
源
周
辺
、
吉
野
川
堤
防

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や
し
の

舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
時
間　

12
月
１
日
㈫
午
前
７
時
〜

７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や
（
鴨

島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
時
間　

12
月
１
日
㈫
午
前
７
時
〜

８
時

作
業
内
容　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業

　

作
業
道
具
は
、
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

☎
㉔
８
６
６
０

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
案
内

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

162009年（平成21年）11月11日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
右
・
左　

心
の
ゆ
と
り
が　

身
を
守
る

槇
納　

一
聖
（
森
山
小
学
校
５
年
）

　

ヘ
ル
シ
ー
弁
当
の
募
集
に
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
一
般
公
開
審
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
た
め
に
、
み
ん
な
の
笑
顔

の
た
め
に
最
優
秀
作
品
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

期
間　

11
月
17
日
㈫
午
後
３
時
ま
で

会
場　

キ
ョ
ー
エ
イ
セ
レ
ブ
店
、
ア
ク

ア
シ
テ
ィ
ー
、
ユ
ニ
オ
ン
マ
ー
ト
、
吉

野
川
保
健
所
、
吉
野
川
市
川
島
庁
舎

吉
野
川
保
健
所　

健
康
増
進
担
当

☎
㉔
１
１
１
４

　

平
成
22
年
度（
平
成
22
年
４
月
か
ら
）

保
育
所
入
所
希
望
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

　

申
込
書
は
11
月
24
日
㈫
か
ら
子
育
て

支
援
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）、
支
所
地

か
ら
だ
に
よ
し
の
が
わ
！

コ
ン
ク
ー
ル

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
ご
案
内

保
育
所
入
所
申
し
込
み

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）、
各
保

育
所
（
園
）
の
窓
口
に
備
え
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮
／

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

（
土
・
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
、
支
所
地

域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）、
各
保

育
所
（
園
）

※
新
規
申
込
者
は
子
育
て
支
援
課
、
支

所
地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

入
所
申
込
書
、
就
労
証
明

書
な
ど

入
所
資
格　

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児

童
は
、
保
護
者
が
次
の
①
〜
⑦
の
項
目

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

①
昼
間
、
居
宅
外
で
働
い
て
い
る 

②
居
宅
内
で
内
職
な
ど
日
常
以
外
の
仕

事
を
し
て
い
る

③
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
し
て

日
が
浅
い
（
産
前
８
週
間
、
産
後
８
週

間
）

④
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る 

⑤
心
身
に
障
害
が
あ
る

⑥
同
居
の
親
族
を
常
時
看
護
し
て
い
る 

⑦
火
災
な
ど
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ

て
い
る 

　

な
お
、
保
護
者
以
外
の
同
居
の
方
が

児
童
を
保
育
で
き
る
場
合
は
除
か
れ
ま

す
。

※
鴨
島
中
央
保
育
所
は
指
定
管
理
者
の

社
会
福
祉
法
人
鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保

育
園
、
山
川
東
保
育
所
は
指
定
管
理
者

の
有
限
会

社
か
も
め

体
育
保
育

園
が
運
営

し
ま
す
。

市
子
育
て
支
援
課　
　
☎
㉕
６
６
１
４

　

難
病
と
は
、
原
因
不
明
で
治
療
方
法

が
未
確
立
の
病
気
、
ま
た
は
経
過
が
長

期
に
わ
た
り
患
者
本
人
や
家
族
の
負
担

が
大
き
い
病
気
で
す
。
難
病
の
方
の
日

常
生
活
の
お
手
伝
い
や
、
話
し
相
手
と

な
る
方
を
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

養
成
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
難
病
に
つ
い
て
関

心
の
あ
る
方
、
す
で
に
難
病
の
方
の
お

世
話
を
さ
れ
て
い
る
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

20
人
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
研
修
修
了
者
に
は
修
了
証
書
を
交
付

し
ま
す
。

吉
野
川
保
健
所　

健
康
増
進
担
当

☎
㉔
１
１
１
４

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

と　き 内　容 講　師 会　場

第
１
回

11月27日㈮
午後1時30分

～４時

●開講式
●難病ってどんな病気
●病院ボランティア活動
●行政の取り組み

徳島病院長
徳島病院　療育
指導室長
吉野川保健所

吉野川保健所
（鴨島町鴨島
106番地2）

第
２
回

12月４日㈮
午後1時30分

～4時

●介護実習
コミュニケーション歩行・
身体介護・車いす介助

徳島病院
　看護師
　理学療法士

徳島病院
（鴨島町敷地
1354）

第
３
回

12月11日㈮
午後1時30分

～ 4時

●ボランティアとは？
●人間関係のヒント
●修了式

阿波市社会福祉
協議会
徳島文理大学臨
床心理士

吉野川保健所
（鴨島町鴨島
106番地2）



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

17 2009年（平成21年）11月11日

広報よしのがわ

あ
り
が
と
う　

社
会
が
見
守
る　

登
下
校

山
賀　

黎
太
（
鴨
島
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

受
付
期
限　

平
成
22
年
１
月
８
日
㈮
ま

で応
募
資
格　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
（
見
込

み
を
含
む
。）

第
１
次
試
験　

平
成
22
年
１
月
23
日
㈯

第
２
次
試
験　

平
成
22
年
２
月
（
第
１

次
試
験
合
格
者
の
み
）

　
自
衛
隊
鴨
島
地
域
事
務
所☎

㉔
７
０
０
８

平
成
21
年
度
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

と
き　

11
月
22
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

45
分

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル

内
容

○
第
１
部　

吉
野
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

に
よ
る
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

○
第
２
部　

記
念
講
演
会

演
題　
「
子
育
て
で
大
切
な
こ
と
」

第
５
回
人
権
の
つ
ど
い

第
1
２
０
回
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

落
ち
葉
ひ
ろ
い
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

蛭
子
山
ホ
ー
ム
ズ
ほ
か

と
き　

11
月
22
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ
ー
ム

あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

ojim
a/

m
achicon/

連
絡
先

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と
職
業

相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知
識
や
就
職

の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

11
月
16
日
㈪
、
12
月
７
日
㈪
・

21
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

11
月
11
日
㈬
、
12
月
９
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川
☎
㉔
２
１
６
６

巡
回
職
業
相
談

と
き　

12
月
３
日
㈭
ま
で

内
容　

徳
島
版
画　

遠
藤
誠
一
氏
に
よ

る
、
油
性
木
版
画
の
作
品
展

と
き　

12
月
５
日
㈯
〜
平
成
22
年
１
月

21
日
㈭

内
容　

和
紙
会
館
ち
ぎ
り
絵
教
室
の
講

師
と
生
徒
に
よ
る
作
品
展

と
き　

11
月
14
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

図
書
室

参
加
費　

５
０
０
円
＋
入
館
料

徳
島
版
画
展
和
紙
会
館
賞　

受
賞
者
展

ち
ぎ
り
絵
教
室
作
品
展

講
習
会
開
催

「
１
版
多
色
摺
り
木
版
講
座
」

阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
だ
よ
り

（
財
）
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館

　
☎
42
６
１
２
０

問
い
合
わ
せ

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、
学
生
２

０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５
０
円

〜
宇
宙
一
あ
な
た
の
こ
と
を
思
っ
て
い

る
〜

講
師　

松
本
隆
博
さ
ん
（
社
会
貢
献
的

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
料　

無
料

主
催　

吉
野
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

市
人
権
課　
　

         
☎
㉒
２
２
２
９

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会　

　

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

松本隆博さん



182009年（平成21年）11月11日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
行
け
る
か
な　

ま
よ
っ
た
時
は　

ま
つ
ゆ
と
り

上
田　

伊
吹
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
５
年
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　

後
藤
田
八
重
子
さ
ん

定
員　

両
日
各
20
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ　

く
る
く
る
ミ
ニ
ス
ト
ー
ル
・

お
し
ゃ
れ
帽
子
い
ろ
い
ろ
・
ル
ー
ム
シ

ュ
ー
ズ
・
ミ
ニ
ケ
ー
プ

準
備
物　

か
ぎ
針
５
〜
８
号
、
棒
針
６

号
（
会
場
で
も
準
備
し
て
い
ま
す
。）

材
料
費　

実
費

●
ク
リ
ス
マ
ス
の
生
け
花
教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
用
の
生
け
方
を
お
け
い

こ
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

12
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

研
修
室
４

講
師　

河
野
友
子
さ
ん
（
未
生
御
流
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

準
備
物　

花
用
は
さ
み
、
新
聞
紙

●
こ
う
さ
ぎ
こ
ど
も
の
城
定
例
会

と
き　

12
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

和
室

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
に
飾
り
を

つ
け
よ
う
。
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作

っ
て
み
よ
う
。

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー   

☎
㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

児
童
虐
待
と
は
、
18
歳
未
満
の
児
童

に
対
し
、
次
の
４
つ
の
行
為
を
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

　

児
童
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
た
り
、

外
傷
が
生
じ
た
り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

暴
行
を
加
え
る
こ
と

○
殴
る
、
け
る
、
首
を
絞
め
る
、
激
し

く
揺
さ
ぶ
る

○
熱
湯
を
か
け
る
、
異
物
を
飲
ま
せ
る

○
タ
バ
コ
の
火
を
押
し
つ
け
る

○
投
げ
る
、
逆
さ
づ
り
に
す
る

②
性
的
虐
待

　

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ

と
、
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ

る
こ
と

○
児
童
へ
の
淫い
ん

行こ
う

、
性
的
行
為
の
強
要

○
性
器
や
性
交
を
見
せ
る

○
性
器
を
触
る
、
触
ら
せ
る

○
児
童
ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る

③
怠
慢
・
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を
妨
げ

る
よ
う
な
著
し
い
減
食
、
長
時
間
放
置

な
ど 吉

野
川
警
察
署
だ
よ
り　

○
乳
児
を
家
に
残
し
外
出
す
る
、
車
中

に
放
置
す
る

○
着
衣
な
ど
を
長
期
間
不
潔
な
ま
ま
に

す
る

○
病
気
で
も
医
者
に
見
せ
な
い

○
食
事
を
与
え
な
い

○
児
童
を
学
校
に
登
校
さ
せ
な
い

④
心
理
的
虐
待

　

児
童
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
、
著
し

く
拒
絶
的
な
対
応
、
配
偶
者
へ
の
暴
力
、

そ
の
ほ
か
心
理
的
外
傷
を
与
え
る
言
動

○
暴
力
的
な
言
動
で
児
童
を
脅
す

○
児
童
を
無
視
、
拒
絶
す
る

○
ほ
か
の
兄
弟
姉
妹
と
差
別
す
る

　

吉
野
川
警
察
署
で
は
、
児
童
虐
待
の

情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
児
童

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
ら
、
吉

野
川
警
察
署
、
鴨
島
町
交
番
も
し
く
は

各
駐
在
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
緊

急
の
場
合
は
、１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。（
通
報
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
）

　

児
童
虐
待
は
、
近
隣
な
ど
身
近
な
と

こ
ろ
で
起
き
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
、

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉
野
川
警
察
署　
　
　

☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

児
童
虐
待
を
防
ご
う

一
日
体
験
講
座
の
ご
案
内

●
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
年
賀
状

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

11
月
29
日
㈰

【
Ｘ
Ｐ
教
室
】
午
前
10
時
〜
正
午

【
ビ
ス
タ
教
室
】
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

研
修
室
４

講
師　

今
柴
有
美
子
さ
ん

参
加
費　

３
０
０
円
（
資
料
代
）

定
員　

各
教
室
10
人
（
先
着
順
）

準
備
物　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

●
童
謡
・
唱
歌
生
き
が
い
教
室

　

な
つ
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を
歌
っ
て
、

秋
の
ひ
と
と
き
を
み
ん
な
で
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

11
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

研
修
室
５

講
師　

伊
井
須
眞
子
さ
ん

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

●
あ
っ
た
か
手
編
み
体
験
講
座

と
き　

12
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分



問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
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自
動
車
ば
か
り
が
悪
く
な
い　

自
分
で
守
ろ
う　

こ
の
命

岡
田　

菖
瑚
（
西
麻
植
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

と
き　

11
月
23
日
㈪
ま
で

＊
た
だ
し
休
館
日
を
除
く

と
こ
ろ　

１
階　

ロ
ビ
ー

主
催　

川
島
税
務
署　

　

川
島
税
務
署
管
内
（
吉
野
川
市
・
阿

波
市
）
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

の
税
に
関
す
る
作
文
な
ど
、
応
募
作
品

の
中
か
ら
上
位
入
賞
さ
れ
た
優
秀
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

税
に
関
す
る
作
品
展

と
き　

11
月
19
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

徳
島
県
歯
科
医
師
会　

吉
野
川

市
支
部
会

第
１
回　

日
本
を
建
国
し
た
阿
波
忌
部

の
聖
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
Ⅰ
〜
鴨
島
・
川

島
町
編
〜

と
き　

12
月
12
日
㈯
午
後
１
時
〜
５
時

第
２
回　

日
本
を
建
国
し
た
阿
波
忌
部

の
聖
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
Ⅱ
〜
山
川
町
編

〜と
き　

12
月
26
日
㈯
午
後
１
時
〜
５
時

　

参
加
希
望
者
は
公
民
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
23
日
㈪
開
場
午
前
９
時
〜

／
開
演
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

３
階　

ホ
ー
ル

主
催　

天
寿
会
連
合
会

入
場
料　

無
料

と
き　

11
月
29
日
㈰
開
場
午
後
１
時
30

生
き
生
き
高
齢
者
予
防
医
療
講
演
会

歯
と
口
の
健
康

阿
波
忌
部
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

三
世
代
交
流
芸
能
大
会

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

鴨
島
公
民
館　
　
　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

や
さ
し
い
経
済
教
室

老
後
の
備
え
と
保
険

30
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ル
・
エ
・
コ
ー
ル
か
も
じ
ま

阿
波
忌
部
講
座　

吉
野
川
市
が
誇
る

阿
波
忌
部
の
歴
史
Ⅱ

家
庭
教
育
学
級　

小
学
生
の
子
育
て
・

親
育
ち　

小
学
校
教
育
で
の
思
い

分
〜
／
開
演
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

３
階　

ホ
ー
ル

出
演　

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
王
者　

原
大
樹

ほ
か
１
組
、
徳
島
県
奇
術
同
好
会

入
場
料　

無
料

　

た
だ
し
無
料
整
理
券
が
必
要
。
希
望

者
は
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

と
き　

12
月
４
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
45
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

池

上
憲
治
さ
ん

と
き　

12
月
５
日
㈯
午
後
７
時

と
こ
ろ　

３
階　

ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円

　

日
本
の
う
た
、
ア
フ
リ
カ
の
民
謡
、

７
つ
の
フ
ラ
ン
ス
の
子
ど
も
の
歌
、
楽

し
い
料
理
の
歌
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

に
歌
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
９
日
㈬
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

林
博
章
さ
ん

と
き　

12
月
６
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

前
吉
野
川
市
小
学
校
長
会
長　

現
徳
島
県
教
育
会
総
務
部
長　

山
尾
雅

泰
さ
ん

11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
・

固
定
資
産
税
の
納
付
月

11
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月

広
報
誌
が
不
要
な
方
へ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

11
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
第
５

　

11
月
は
、
介
護
保
険
料
第
３
期
（
普

通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で
す
。
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。納

期
限　
　
　
　
　
　

11
月
30
日
㈪

市
介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係

　
　
☎
㉕
６
６
２
６

　

広
報
誌
が
不
要
な
場
合
は
、
企
画
財

政
課
広
報
広
聴
係
（
市
役
所
３
階
）
ま

で
「
広
報
誌
は
不
要
で
す
」
と
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
配
布
を
中
止
し
ま
す
。

　

ご
連
絡
の
際
に
は
必
ず
、
住
所
氏
名
、

電
話
番
号
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
企
画
財
政
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
１

期
）
と
固
定
資
産
税
（
第
３
期
）
の
納

付
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限　
　
　
　
　
　

11
月
30
日
㈪

市
税
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
１
５



「健康」の判断を何でしていますか？「健康」の判断を何でしていますか？「健康」の判断を何でしていますか？
◆自覚症状で判断しているという方が多いと思いますが、
　自覚症状がでる前に、からだの中では何がおこっているのでしょうか。

尿糖　  （＋）
低ＨＤＬ　39

高血糖　　　134
高血圧　　　 170/86

健
診
結
果

BMI 25以上（肥満）　　　　  27.1

脳 塞発症

30～35歳 44歳 50歳 52歳 57歳 58歳 現在

心肥大

◆血管の傷みは、自覚症状では判断できません。
　健診を受けて自分の血管の状態を知ることが大事です。
◆健診データで異常が出た場合、生活習慣を改善することで、検査結果（血管の傷み）も改善
　されます。

そこで…

健診を受ける機会のない20～39歳の方も、『ヤング健診』として
健診が受けられるようになりました！！

《対象者》今年度２０～３９歳で健診を受ける機会のない方
　　　　　  ※ただし、吉野川市国民健康保険加入の方で、節目健診対象者〔今年度30・35歳〕は除く

《実施時期》平成２１年７月１日～平成２２年３月３１日

《実施場所》吉野川市指定医療機関

《自己負担金》１，０００円

《申込締切》平成２１年１２月２８日まで
　　　　　　　  ※お申し込みされた方に、受診券をお送りします。

は受けられましたか？

自覚症状はあると
思いますか？

・マヒ
・失語
・要介護状態

1カ月くらい前から
・右手がしびれだす
・孫の名前を時々忘れる

は受けられましたか？は受けられましたか？

※事例（男性）

血管の傷みは
若いうちから
始まっています

こうそく

202009年（平成21年）11月11日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

つ
け
て
変
身　

チ
ャ
リ
ン
コ
ラ
イ
ダ
ー

藤
井　

舜
（
知
恵
島
小
学
校
４
年
）



ヤング健診  

ヤング健診では、次の検査項目（①～⑧）により、血管が傷んでいないかを
知ることができます。　（※検査項目は特定健診の項目と同じです）

健
康
障
害

生
活
に
影
響

が
出
ま
す

⑦腎臓

③脂質

心臓病 脳卒中
閉塞性
動脈硬化

糖尿病
合併症

クレアチニン
eGFR

中性脂肪

HDLコレステロール

LDLコレステロール

酒

尿蛋白

人工透析

腎臓病
（狭心症、
　心筋梗塞）

（脳梗塞、
  脳出血、

くも膜下出血）

潜
在
的
に

進
行

暮
ら
し
を

見
つ
め
る

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

血
管
の
変
化

⑤肝臓

②血圧
収縮期血圧
拡張期血圧

⑧腎臓

尿　酸

（痛風）

血
管
が
傷
み
始
め
る

こうそく

こうそく

⑥糖代謝
空腹時血糖

ヘモグロビンA1c

尿糖

AST（GOT)
ALT（GPT)
γ-GTP

④脂質

腹囲

BMI

仕事・運動 生活リズム 食習慣 飲酒 喫煙

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

①内臓肥満

ヤング健診  ヤング健診  今年度
20～39歳に

なる方へ
今年度
20～39歳に

なる方へ今年度
20～39歳に

なる方へ
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ヘ
ル
メ
ッ
ト　

命
を
守
る　

宝
物

猪
野　

明
日
香
（
川
島
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎　  6615○25
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
早
ね　

早
お
き　

ゆ
と
り
を
も
っ
て　

い
っ
て
き
ま
す

後
藤
田　

夏
美
（
学
島
小
学
校
２
年
）●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

植村桂次さん

三上浩さん

田村英司さん

　

高
齢
者
の
お
こ
し
や
す
い
骨
折
や
慢

性
の
関
節
痛
に
つ
い
て
、
予
防
と
治
療

の
方
法
を
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
自
宅
や
地
域
で
で
き
る
介

護
予
防
体
操
の
実
技
指
導
も
あ
り
ま
す
。 　

認
知
症
は
珍
し
い
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
認
知
症
に
よ
く
見
ら
れ
る
症
状

と
、
も
し
も
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た

と
き
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い

か
に
つ
い
て
、
認
知
症
専
門
の
医
師
に

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方

実
施
期
間　

１
月
〜
３
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６
番
地
２

☎
㉖
３
０
１
０
）

※
見
学
も
可
能
で
す
。
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
等
は
介
護
保
険
課
（
川
島
庁

舎
1
階
）、支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・

美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

12
月
11
日
㈮

コ
ー
ス　

水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）

コ
ー
ス
、マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
入

門
・
向
上
）
コ
ー
ス

パ
ワ
ー
・
デ
イ
と
は
…

　

介
護
の
必
要
が
な
い
元
気
な
高
齢
者

向
け
の
運
動
教
室
で
す
。

　

設
備
の
整
っ
た
福
祉
施
設
で
、
専
門

家
の
指
導
の
も
と
で
行
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
運
動
を
し
た
こ
と
の
な
い
方

で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

※
向
上
コ
ー
ス
は
、
入
門
コ
ー
ス
を
利

用
し
た
こ
と
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

定
員
や
必
要
最
少
人
数
が
あ
る
た
め
、

希
望
の
時
間
帯
に
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
運
動
を
し
ま
す
！

水
中
運
動

水
の
中
を
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し

た
運
動
で
す
。
脂
肪
燃
焼
・
体
力
向
上
・

柔
軟
性
向
上
・
抵
抗
力
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。
向
上
コ
ー
ス
で
は
さ
ら
に
、
老

化
で
衰
え
や
す
い
筋
肉
・
平
衡
感
覚
等

を
向
上
さ
せ
る
動
き
を
取
り
入
れ
ま
す
。

水
中
運
動
関
係
の
資
格
所
持
者
が
指
導

し
ま
す
。

マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

マ
シ
ー
ン
（
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
・
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
等
）
を
用
い
た
有

酸
素
運
動
で
、
運
動
の
楽
し
さ
を
知
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
理
学
療
法
士
も

し
く
は
作
業
療
法
士
が
指
導
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
運
動
前
に
血

圧
・
脈
拍
等
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

異
常
が
あ
れ
ば
そ
の
日
の
運
動
は
中
止

し
ま
す
。

介
護
予
防
い
き
い
き
講
演
会

入
場
無
料

と
き　

11
月
26
日
㈭
午
後
２
時
開
会

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　

三
上
浩
さ
ん（
麻
植
協
同
病
院
副
院
長
）

田
村
英
司
さ
ん（
鴨
島
病
院
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
長
）

と
き　

12
月
９
日
㈬
午
後
２
時
開
会

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館　

講
師　

植
村
桂
次
さ
ん（
城
西
病
院
副
院
長
・

　
　
　
　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
）

い
た
わ
っ
て
ま
す
か
，

関
節
を
！

パート２

吉
野
川
市
介
護
予
防
体
操

認
知
症
と

　

正
し
く
向
き
合
お
う

〜
症
状
を
理
解
し
適
切
な
対
応
を
〜

パ
ワ
ー
・
デ
イ（
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
）参
加
者
募
集
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あ
っ
青
だ　

も
う
一
度
た
し
か
め　

わ
た
ろ
う
ね

明
石　

美
樹
（
山
瀬
小
学
校
４
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

11　
　
　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
11 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

楽 し い 脳 体 操
13 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 楽 し い 脳 体 操
16 月 9：30～10：30 川島公民館吉本分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
17 火 9：30～10：30 宮前公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

18 水 9：30～10：30 中古井広域集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
9：30～10：30 川島公民館上桜分館 川　島 楽 し い 脳 体 操

19 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
20 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操

24 火 9：30～10：30 川島公民館山田分館 川　島 介 護 予 防 体 操
13：00～14：30 川島公民館 川　島

25 水 9：30～10：30 川島公民館敷地分館 川　島 楽 し い 脳 体 操

26 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島
13：30～14：30 山路東原集会所 鴨　島 栄養のお話（ビタミン）

27 金 9：30～10：30 森山地区公民館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 東山老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

12　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 火 9：30～10：30 川島公民館神後分館 川　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

栄養のお話（ビタミン）

2 水 9：30～10：30 中部農業構造改善センター 山　川 栄養のお話（ビタミン）
13：30～14：30 上浦地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

7 月 9：30～10：30 鴨島南部老人憩の家 鴨　島 栄養のお話（ビタミン）
13：30～14：30 山川公民館 山　川 介 護 予 防 体 操

8 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島 栄養のお話（ビタミン）
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島

9 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

10 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

11月・12月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

家族介護教室受講者募集！
　介護に関する基礎的な知識や技術の習得のための教室を開催
します。吉野川市在住で家族の介護をされている方、介護に関
心のある方どなたでもご参加いただけます。

■申込方法　　 印鑑をご持参の上、介護保険課地域支援係（川
島庁舎１階）、支所地域課（鴨島・山川・美郷）
へお申し込みください。申込時に、参加したい
会場を一カ所お選びください。

■申込期限　　11月25日（水）（先着順・定員になり次第締切）
※時間、内容等、詳細はお問い合わせください。

開催会場・開催日時

・デイセンターアルル
　12/19・1/16・2/13（午後）

・インディペンデント２１
　12/17・1/21・2/18（午後）

・吉野川市社会福祉協議会
　通所介護事業所（午前）
　12/14・1/18・2/22
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広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
通
学
路　

正
し
く
通
っ
て　

笑
顔
い
っ
ぱ
い

工
藤　

真
美
（
川
田
小
学
校
４
年
）

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

カ
エ
デ　
　
　
　

カ
エ
デ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
カ

エ
デ
は
、
園
芸
種
と
し
て
複
数

の
栽
培
品
種
が
あ
り
、
葉
が
緑

色
か
ら
赤
に
紅
葉
す
る
も
の
や

最
初
か
ら
紫
色
に
近
い
葉
を
持

っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

葉
は
対
生
し
、
葉
の
形
は
掌

状
に
切
れ
込
ん
だ
も
の
が
多

く
、
カ
エ
デ
の
名
称
も
こ
れ
に

由
来
し
ま
す
。

『
わ
が
屋や

戸ど

に　

黄も
み

変
つ
鶏か

へ
る冠

木で　

見
る
ご
と
に　

妹い
も

を
懸か

け

つ
つ　

恋
ひ
ぬ
日
は
無
し
』

　
　
　
　
　
　
　
（
田
村
大
娘
）

　
「
わ
が
家
の
庭
先
の
紅
葉
し

た
楓
を
見
る
た
び
に
、
あ
な
た

の
こ
と
を
思
っ
て
、
恋
し
く
な

い
な
ん
て
日
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

11
月
〜
12
月
は「
ス
ト
ッ
プ
！

Ｄ
Ｖ　

強
化
推
進
月
間
」で
す
。

障
害
の
あ
る
人
の
人
権

「
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
」
そ
の

こ
と
が
問
題
で
す

　

障
害
が
あ
る
人
の
人
権
を
守
る

た
め
に
は
ま
ず
私
た
ち
が
障
害
を

「
知
る
」
こ
と
。

　

そ
の
上
で
障
害
の
特
性
や
障
害

の
あ
る
人
の
暮
ら
し
を
「
理
解
す

る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
理
解
す
る
」
機
会
を
た
く
さ

ん
持
っ
て
い
く
こ
と
が
住
み
や
す

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

理
解
し
て
い
ま
す
か
？

　

障
害
の
あ
る
人
が
「
じ
ろ
じ
ろ

見
ら
れ
た
」「
い
や
な
思
い
を
し

た
」
と
感
じ
る
よ
う
に
、
ま
だ
ま

だ
、
障
害
に
対
し
て
は
誤
っ
た
認

識
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

あ
な
た
は
正
し
く
理
解
し
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
理
解
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
か
。

解
決
に
向
け
て
！

　

障
害
に
は
身
体
障
害
や
知
的
障

害
、
精
神
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
生
ま
れ
な
が
ら
の
障
害
や
中

途
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ

の
た
め
、
生
活
の
し
づ
ら
さ
や
必

要
と
し
て
い
る
支
援
も
さ
ま
ざ
ま

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

で
す
。

　

私
た
ち
が
障
害
を
「
知
る
」、

そ
し
て
「
理
解
す
る
」
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
ず
は
障
害
に
つ
い
て

知
る
機
会
を
持
っ
て
見
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
偏
見
な
ど
の
心
の
バ

リ
ア
を
取
り
除
い
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
、
被

害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
か
で
も
、
被
害
者
の
多
く
が
女

性
で
あ
る
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、
売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的
い
や
が
ら

せ
）、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服

す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　
「
ス
ト
ッ
プ
！　

Ｄ
Ｖ
強
化
推

進
月
間
」
の
期
間
中
、
全
国
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。　

　

吉
野
川
市
と
県
で
も
、
次
の
よ

う
な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展

と
き　

11
月
18
日
㈬
〜
30
日
㈪

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所　

１
階

市
民
ホ
ー
ル

●
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
講
演
会

と
き　

11
月
25
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

フ
レ
ア
と
く
し
ま
（
徳

島
県
男
女
共
同
参
画
交
流
セ
ン
タ

ー
）徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示（
ア

ス
テ
ィ
と
く
し
ま
内
）

講
師　

森
田
ゆ
り
さ
ん
（
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
所
長
）

※
県
で
は
、
講
演
会
の
ほ
か
Ｄ
Ｖ

支
援
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等
が
行

わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
徳
島
県

県
民
環
境
部
男
女
参
画
青
少
年
課

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
１
７
７

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

自分の意志が相手に伝わらない

アンケート結果
27.4％

63.4％
54.5％

20.3％
35.8％

72.5％
身体障害者（262人）

通院中の精神障害者
（564人）

カッコ内は人数、割合は（％）

入院中の精神障害者
（114人）

身体障害者（194人）
知的障害者（95人）

知的障害者
（192人）

周囲の理解が足りない

病気や障害に対する社会の理解が重要

●
人
権
上
の
問
題
点
は

　

平
成
15
年
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
回
答
者
数
】

身
体
障
害
者　
　
　
　
　
　

９
５
７
人

知
的
障
害
者　
　
　
　
　
　

２
６
５
人

通
院
し
て
い
る
精
神
障
害
者　

８
９
０
人

入
院
し
て
い
る
精
神
障
害
者　

２
０
９
人

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク



鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
11
月
、12
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

水
曜
日
、祝
日
、月
末
図
書
整
理
日

（
11
月
30
日
㈪
、12
月
28
日
㈪
）、振

替
休
館
日（
12
月
24
日
㈭
）、年
末
年

始
（
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰
）

◆
「
よ
っ
と
い
で
文
庫
に
よ
る
冬

の
お
は
な
し
大
会
」

と
き　

12
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

◆
「
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部

に
よ
る
お
は
な
し
会
〜
ク
リ
ス
マ

ス
・
お
は
な
し
会
〜
」

と
き　

12
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

参
加
費　

無
料

◆
学
読
書
会

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
11
月
27
日
㈮
）、
振
替
休
館

日
（
11
月
24
日
㈫
）、
年
末
年
始

（
12
月
28
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈪
）

◆
お
は
な
し
会

11
月
14
日
㈯
、
12
月
12
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

11
月
21
日
㈯
（
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
、

ワ
イ
ル
ド
・
ス
ピ
ー
ド
）、
12
月

５
日
㈯
（
ま
ん
が
日
本
絵
巻
①
）、

12
月
19
日
㈯
（
リ
ト
ル
モ
ン
ス
タ

ー
③
④
）
の
午
後
２
時
か
ら
（
約

１
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
10
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogawa.lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
流
星
さ
が
し
』

　
　
　
　
　
　

柴
田
よ
し
き　

著

『
北
門
の
狼
』　　

   

逢
坂
剛　

著

『
心
霊
探
偵
八
雲
８
』

　
　
　
　
　
　
　
　

神
永
学　

著

『
ド
ラ
ゴ
ン
・
テ
ィ
ア
ー
ズ
』

　
　
　
　
　
　
　

石
田
衣
良　

著

『
ア
ウ
ト
＆
ア
ウ
ト
』

　
　
　
　
　
　
　

木
内
一
裕　

著

『
ぼ
く
が
探
偵
だ
っ
た
夏
』

　
　
　
　
　
　
　

内
田
康
夫　

著

『
外
科
医
須
磨
久
善
』

　
　
　
　
　
　
　
　

海
堂
尊　

著

『
悪
党
』　　
　
　
　

薬
丸
岳　

著

『
楠
の
実
が
熟
す
ま
で
』

　
　
　
　
　
　
　

諸
田
玲
子　

著

『
間
違
い
だ
ら
け
の
教
育
論
』

　
　
　
　
　
　
　

諏
訪
哲
二　

著

『
父
が
子
に
教
え
る
昭
和
史
』

　
　
　
　
　
　
　

半
藤
一
利　

著

『
あ
る
キ
ン
グ
』

　
　
　
　
　
　

伊
坂
幸
太
郎　

著

『
水
神
上･

下
』　

帚
木
蓬
生　

著

『
ト
ロ
ワ
』　　
　

石
田
衣
良　

著

『
き
ょ
う
の
猫
村
さ
ん
３
・
４
』

　
　
　
　
　
　

ほ
し
よ
り
こ　

著

『
花
と
流
れ
星
』　

道
尾
秀
介　

著

『
逃
亡
者
』　　
　
　

折
原
一　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
た
こ
や
き
ま
ん
』

　
　
　
　
　

や
な
せ
た
か
し　

著

『
い
と
し
の
犬
ハ
チ
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
と
オ
ベ
ベ
沼

の
妖
怪
』　　

  

水
木
し
げ
る　

著

『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』

　
　
　
　
　

さ
く
ら
も
も
こ　

著

『
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
や
き
ゅ
う

じ
ょ
う
へ
い
く
』

『
引
き
出
し
の
中
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』

　

新
堂
冬
樹　

著

『
あ
し
た
咲
く
蕾
』 

朱
川
湊
人　

著

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
し
ん
ご
う
を　

よ
く
み
て
わ
た
る　

か
し
こ
い
こ

藤
岡　

里
沙
（
種
野
小
学
校
１
年
）
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『
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
木
を
う
え

よ
う
』　　
　
　

  

Ｍ
・
レ
イ　

著

『
キ
キ
と
ラ
ラ
の
た
の
し
い
！
な

ぞ
な
ぞ
』　　

     

サ
ン
リ
オ　

著

「
冬
物
語
」　　
　

南
木
佳
士　

著

と
き　

12
月
９
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
特
別
資
料
整
理
日

と
き　

11
月
19
日
㈭
〜
29
日
㈰

　

期
間
中
は
閉
館
し
、
す
べ
て
の

資
料
の
点
検
・
整
理
を
行
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。



宝　

石

飯
尾
敷
地
小
学
校　

後
藤
田　

遼

と
て
も
寒
い
朝

わ
た
し
は
初
め
て
宝
石
を
見
た

天
使
の
よ
う
に
空
か
ら
ふ
っ
て
き
て

さ
わ
る
と
と
て
も
つ
め
た
く
て

す
ぐ
消
え
た

白
い
そ
れ
を
見
て
い
る
と

わ
た
し
の
な
や
み
な
ど

と
て
も
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
に
思
え
て
く
る

ふ
し
ぎ
な
宝
石
を
見
た

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
４
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

見
な
い

○
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
は
見
な

い
。

　

徳
島
県
で
は
今
年
に
な
っ
て
、

自
己
紹
介
サ
イ
ト
（
プ
ロ
フ
）
な

ど
の
「
非
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
を

利
用
し
た
未
成
年
が
、
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
件
が
続
発
し
て
い

ま
す
。

○
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
の
広
告

メ
ー
ル
が
届
い
て
も
誘
い
に
乗
ら

な
い
。

○
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
か
ら
の

メ
ー
ル
が
届
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

書
き
込
ま
な
い

○
知
ら
な
い
ア
ド
レ
ス
か
ら
来
た

メ
ー
ル
に
は
返
信
し
な
い
。

○
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
は
絶

対
に
書
き
込
み
を
し
な
い
。

※
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
援
助
交

際
の
書
き
込
み
を
す
る
と
処
罰
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

絶
対
会
わ
な
い

○
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
等
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た

人
と
は
絶
対
に
会
わ
な
い
。

※
児
童
が
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」

を
利
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
あ
え

て
会
お
う
と
す
る
相
手
は
「
危
険

な
犯
罪
者
」
だ
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
ま
し
ょ
う
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト　

命
を
つ
な
ぐ　

宝
物

山
崎　

遥
（
山
川
中
学
校
３
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
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携
帯
電
話
を
介
し
た
犯
罪

小
・
中
・
高
生
の
皆
さ
ん
へ

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ　
　

県
内
の
被
害
急
増
！

平成21年10月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,426人　 （－ 23）
　男　　21,494人　 （－ 16）
　女　　23,932人　 （－  7）
世帯数　17,350世帯 （      0）
※ 65歳以上人口
　　　計 12,988人　男 5,287人　女 7,701人

368人 （－  2）
46人 （　  0）
322人 （－  2）

348世帯 （－  3）

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
8
月 0件

累
計 3件

救急出動
8
月133件

累
計1014件

〈人  権  相  談〉
11月12日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
11月17日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
11月24日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
12月４日㈮ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
12月４日㈮ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
12月４日㈮ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
12月４日㈮ 13：30～16：00 美郷庁舎大会議室

〈行  政  相  談〉
11月12日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
12月１日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
12月７日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
12月10日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
12月17日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎２階会議室
〈司法書士会による無料法律相談〉
11月20日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
12月18日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

今
月
の
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税　

第
５
期

固
定
資
産
税　
　
　

第
３
期

介
護
保
険
料　
　
　

第
３
期

納
期
限 　
　

    

11
月
30
日
㈪

　

未
成
年
者
・
児
童
の
被
害
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
の
安
全
な
使
い
方
を

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
よ
る

犯
罪
か
ら
自
分
の
身
を
守
る

た
め
に

　

い
ま
一
度
、
親
子
で
携
帯
電
話

の
使
い
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
親
子
で
ル
ー
ル
を
作
る
。

●
有
害
サ
イ
ト
へ
の
接
続
を
制
限

す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
。

●
深
夜
ま
で
携
帯
を
使
っ
て
い
な

い
か
な
ど
、
子
ど
も
の
動
向
を
把

握
す
る
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
規
制
法
第
４
条

保
護
者
の
責
務

児
童
の
保
護
者
は
、
児
童
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹

介
事
業
（
出
会
い
系
サ
イ
ト
）

の
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

あ
の
手
こ
の
手
で
、
気
持
ち
の

す
き
間
に
入
り
込
も
う
と
す
る
犯

罪
者
。
そ
の
危
険
な
犯
罪
か
ら
お

子
さ
ん
を
守
り
、
安
心
安
全
な
社

会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
11

2009年（
平
成
21年

）11月
号

通
巻
62号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611  徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。
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●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 11月 12月
高橋皮膚科クリニック 24－5122 11 15
島 野 外 科 内 科 25－3060 12 16
杏 和 医 院 22－0333 13 17
中西内科クリニック 42－6755 14 ㉛
四 宮 医 院 25－2016 ⑮
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 16
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 17 18
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 18 19
石原内科循環器科 24－2536 19 21
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 20 22
森 住 内 科 医 院 22－3010 21 26
矢 田 医 院 25－2006 ㉒
杉 山 医 院 25－2802 ㉓
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 24 25
麻名内科外科クリニック 26－0020 25 24

医　院　名 電話番号 11月 12月
さ く ら 診 療 所 42－5520 26 28
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 27 29
三木リハビリテーション病院 42－6616 28 30
木村内科胃腸科 24－6413 ㉙
岡田医院（川島）25－3566 30
糸田川クリニック 24－7555 1
梶本胃腸科内科 24－2413 2
後 藤 田 外 科 24－2720 3
石 原 小 児 科 24－2388 4
和田耳鼻咽喉科 24－2566 5
谷 医 院 42－2353 ⑥
松 永 医 院 42－2110 7
美 摩 病 院 24－2957 8
糸 田 川 眼 科 24－2531 9
鴨 島 病 院 24－6565 10

医　院　名 電話番号 11月 12月
富 本 医 院 42－3123 11
工 藤 内 科 医 院 42－3113 12
鈴木内科（敷地）24－5880 ⑬
井 内 内 科 24－3070 14
阿 部 整 形 外 科 24－4880 ⑳
鈴木内科（喜来）24－3413 ㉓
岸 整 形 外 科 25－3133 ㉗

小児救急医療体制 

休日 ･夜間在宅当番医表

11・12月

日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院　　　　      ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）    ☎365151

　文化庁の「文化的景観」重要地域にも選定さ
れている高開地区において、第12回石積みラ
イトアップを開催します。
　光の演出によって美郷の冬空に浮かび上が
る、優美で幻想的な石積みをどうぞお楽しみく
ださい。

■と　き　12月19日（土）・20日（日） 午後5時～9時
■ところ　美郷字大神
※会場には駐車スペースがありませんので、車は美郷物産館の駐車
場およびその周辺をご利用ください。美郷物産館から会場までは
送迎車（無料）が運行しています。〈送迎車運行時間＝午後５時か
ら、最終午後８時30分美郷物産館出発〉

第12回

●問い合わせ●　美郷物産館 ☎ 26 7888




